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公益目的事業１ 書道に関する普及啓蒙活動事業 

 第１ 収蔵品の調査研究と貸出・公開 

  １ 企画維持管理 

  （１）新規購入品及び寄贈品の整理・配架をした。 

  （２）苞竹記念文庫の書庫・収蔵品の整理・管理 

    ア 閲覧図書の修理をした。 

    イ 軸額類のいたみ・破損の点検をし、業者に修理を依頼した。 

    ウ 前年度に引き続き書庫内の大掃除と整理をした。 

    エ 硯棚の整理をした。 

  （３）書壇院ギャラリー展示の実施 

    ア 第１１４回展（企画展示） ※下記３（１）アのとおり 

    イ 第１１５回展（企画展示） ※下記３（１）イのとおり 

    ウ 第１１６回展（平常展示）「吉田苞竹展」 ※下記３（２）のとおり 

  ２ 調査研究 

    明治以前の日本の書の拓本の調査を継続。 

     ア 釈文の採録 

     イ 粗読み 

  ３ 展示事業 

  （１）企画展示 

    ア 第１１４回展 

      本物を見よう－その３－『書壇』掲載の本院蔵 かな・南画 

      会期：令和４年４月１日（金）～５月１５日（日） 

    イ 第１１５回展 

      朱篁が娯しんだ日本・中国 近代の書画－柳澤朱篁顧問寄贈による その 

      １－ 

      会期：令和４年１１月２２日（火）～令和５年１月２２日（日） 

  （２）平常展示 

    〇 第１１６回展「吉田苞竹展」は、新型コロナウイルス感染防止のため延

期。 



2 

 第２ 講演会・ギャラリートーク 

  １ 講演会 

    第２６回文化講演会（講師：長野竹軒先生）は、新型コロナウイルス感染防

止のため中止。 

  ２ ギャラリートーク 

    新型コロナウイルス感染防止のため中止。 

 第３ 展覧会 

  １ 第１４回書壇院日本文の書展 

    会 期：Ⅰ 令和４年９月 ７日（水）～ ９月１５日（木） 

        Ⅱ 令和４年９月１７日（土）～ ９月２５日（日） 

        Ⅲ 令和４年９月２８日（水）～１０月 ６日（木） 

    会 場：書壇院ギャラリー 

    出品者：書壇院展審査会員１１４名、院友６８名、合計１８２名 

  ２ 第８９回書壇院展 

    会 期：令和４年１１月２６日（土）～１２月２日（金） 

    会 場：東京都美術館（東京・上野公園） 

    出品者：全国公募による出品者 ４３９名 

        書壇院展審査会員   １９５名 

        書壇院展院友     １３９名 

        合計         ７７３名 

  ３ 第８９回書壇院学生展 

    会 期：上記２に同じ 

    会 場：上記２に同じ 

    出品者：全国公募による小学生 ６５８名 

           〃   中学生 １７５名 

           〃   高校生  ６４名 

        合計         ８９７名 

  ４ 第６２回書壇院竹心展 

    会 期：令和５年３月２１日（火）～２６日（日） 
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    会 場：セントラルミュージアム銀座（紙パルプ会館５F） 

    出品者：書壇院展審査会員     １５４名 

        書壇院展院友（特別選抜者） １３名 

        合計           １６７名 

 第４ 『書壇院史 Ⅲ』の編集 

    令和５年度に財団設立８０周年を迎え、第９０回記念書壇院展も開催される

ことから、これを記念して令和５年度に『書壇院史 Ⅲ』を刊行する予定であり、

そのための編集作業を既に始めている。 

 

公益目的事業２ 書道に関する支援・能力開発事業 

 第１ 書道に関する技能能力の審査・認定 

    各昇位試験及び書道・南画教授認定試験を実施した。 

  １ 漢字・かな・南画昇位試験 

    締切：令和４年６月７日 受験者：１４名 合格者：１３名 

  ２ 玄位・妙位・雪位試験 

    締切：令和４年８月９日 受験者：７４名 合格者：４５名 

  ３ 書道・南画教授認定試験 

    締切：令和４年９月７日 資格保持者：４名 受験者：１名 認定者：５名 

  ４ 日本文部昇位試験 

    締切：令和４年１０月７日 受験者：５７名 合格者：２４名 

  ５ 上位・極位・雅位試験 

    締切：令和５年３月７日 受験者：１２４名 合格者：４９名 

 第２ 書道教育研究誌の頒布 

  １ 書道教育研究誌である月刊『書壇』・『学生書壇』の刊行について 

  （１）書壇院は、公益財団法人としての理念を体し次の諸事項を行った。 

    ア 『書壇』・『学生書壇』の誌代を次のようにした。 

      『書壇』   １部８００円（送料・消費税込） 

      『学生書壇』 １部４５０円（送料・消費税込） 

    イ 『書壇』購読者は、漢字・かな・南画・日本文・篆刻のすべての部門の競



4 

書出品を無料とした。 

    ウ 『学生書壇』購読者は、漢字・かな・硬筆すべての部門の競書出品を無料

とした。 

    エ 過去１年間（４月号～３月号）に購読又は取扱った冊数がある一定以上

に達した指導者（あるいは取扱責任者）を「協力員」とし、その姓号（氏

名）を誌上に発表して協力を讃えた。 

    オ 両誌に改善を加え、魅力ある教育研究誌となるよう努力した。 

  （２）『書壇』について 

    ア 月例掲載記事は令和３年度に準じて行った。 

    イ 表紙は書壇院蔵の「南画」とし、裏表紙は、書壇院蔵の作品に解説を添

えて載せた。 

    ウ 「同人参考手本」 

      条幅・半紙とも、読者の競書出品の参考となるようにした。 

      また、２尺×６尺・３尺×４尺の参考手本は、書壇院展・毎日書道展へ

の取組みを身近なものとし、制作意欲を刺激し、出品数の増加を図る目的

で掲載した（漢字・かな・日本文）。 

    エ 「漢字規定」 

      上位・準上位の課題は引き続き唐詩を、玄位～六位及び新規は五言句の

参考手本を掲載した。小字の課題は引き続き古典と近藤秋篁書の臨書を取

り入れた。 

    オ 「かな規定」 

      極位・準極位は和歌又は俳句を、妙位～６位及び新規は参考手本を掲載

した。 

    カ 「南画規定」 

      南画初学講座として参考手本と解説を載せた。 

    キ 「漢字臨書規定」 

      古典研究として読者の作品制作の糧となるような古典を選び、参考手本

（条幅・半紙）と解説を載せた。 

    ク 「かな臨書規定」 
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      極位～２位は古典の臨書とし、３位～６位はその中の一部分を参考手本

として載せた。 

    ケ 「日本文の書」 

      参考手本（半紙規定・条幅規定）を掲載し、規定と随意を募集した。 

    コ 「篆刻入門」 

      参考手本を掲載し、規定と随意又は模刻を募集した。 

    サ 随時掲載記事 

      「私の好きな古典」、「展覧会案内」、「展覧会報告」、「書壇院日記」その他

を載せた。 

    シ 「審査会員遊苑」 

      『書壇』の審査会員を対象に毎月課題を設定し、作品制作をすることで書

の技倆の向上に資するようにした（漢字・かな・日本文）。 

    ス 表具店、文房四宝店等の広告をなるべく多く掲載し、購読者への情報提

供の拡大を図った。 

    セ 毎月の出品票の下にその月の清書締切日時を明記し、遅着のないよう注

意を喚起した。 

  （３）『学生書壇』について 

    ア 月例掲載記事は令和３年度に準じて行った。 

    イ 表紙は泗水昇鼎図より取りあげた。 

    ウ 表紙裏に古典への招待を載せた。 

    エ 「鑑賞作品」は古典の一部を大きく掲載し、やさしい解説を添えた。 

    オ 掲載手本 

      「毛筆部」… 幼児、小１～小６、中１～中３、高校（１１種） 

      「かな部」… かな中学、かな高校（２種） 

      「硬筆部」… 幼児、小１～小６、中・高（８種） 

    カ 「特待生紹介」は従来どおり掲載した。 

    キ 毎月の出品票の下にその月の清書締切日時を明記し、遅着のないように

注意を喚起した。 
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  ２ 『書壇』・『学生書壇』の売上部数について 

    令和４年度の年間売上部数は次のとおりであった。 

     『書壇』   ２５,３８２部 （前年度比１,１６２部減） 

     『学生書壇』 ２８,３９８部 （前年度比   ７９９部減） 

 第３ 次代を担う指導者の育成 

  １ 書道教室の継続実施 

    書道教室（漢字・かな・水墨画（南画）・子ども）を月２回（原則として第２

週・第４週）、書壇院ホールにおいて継続実施した。 

      漢字      水曜日・金曜日 

      かな      火曜日・土曜日 

      水墨画（南画） 土曜日 

      子ども     水曜日・木曜日・金曜日・土曜日・日曜日 

    ※ 水墨画（南画）は令和４年７月から休講とし、子どもは令和４年１０月

から土曜日にも開講した。 

  ２ 書道講習会の開催 

    かな講習会は、令和５年２月１８日（土）に書壇院ホールで実施した。講師

は平井侗子先生、受講生は９名。 

    日本文、水墨画（南画）、篆刻の各講習会は、新型コロナウイルス感染防止の

ため中止。 

  ３ 書初め会の継続実施 

    正月の書初め会は、新型コロナウイルス感染防止のため中止。 

  ４ 「若竹」活動の一層の活発化 

  （１）若竹交流会（８月、１２月の年２回）は、新型コロナウイルス感染防止の

ため中止。 

  （２）第７回書壇院若竹作品発表会の開催 

     「若竹」の活動の成果を発表するために、７月３１日（日）～８月１０日（水）

に書壇院ギャラリーで開催。出品数は２０５点。 

  （３）第１２回インターネット展の開催 

     前記（２）の作品をインターネット展として書壇院ホームページに掲載。 
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  ５ 人材育成の指導協力・支援 

  （１）毎日書道展への出品 

     ４月１日（金）、書壇院ホールにおいて、作品検討会（東京）を実施。 

     令和５年２月２６日（日）、新潟市において、条幅錬成会を実施。 

  （２）高野山競書大会への出品 

     ２,４６３点出品し、団体特別優秀賞を受賞。 

  （３）国際高校生選抜書展への出品 

     ２８点出品し、７名が入選。 

  （４）山形県鶴岡市立朝暘第二小学校（吉田苞竹の母校）の書初め会への支援と

して、賞状（苞竹奨励賞）と副賞（墨液）を送付。 

 

収益事業等 

 第１ 不動産賃貸事業 

  １ 事務所床の賃貸 

    公益財団法人書壇院（賃貸人）と森ビル株式会社（賃借人）が締結した「建

物賃貸借契約書」に基づき、本院所有の事務所床（東京都港区六本木１-９-１

０アークヒルズ仙石山森タワー２７階部分）を賃貸した。 

  ２ 書壇院ギャラリー・ホールの賃貸 

    「書壇院ギャラリー」「書壇院ホール」貸出し規定に基づき、貸出しを行った。 

     ・貸出実績：ギャラリー１回、ホール６回 

 第２ 懇親会 

    展覧会の実施に付随し、他の書道団体や研究者との意見交換を通じて幅広い

知見を得る観点から、次の親睦会等を開催した。 

    ・「第８９回書壇院展」親睦会 

    ・「第６２回書壇院竹心展」懇親会 

    なお、「第２６回文化講演会」懇親会は中止した。 

 

※ 事業報告の附属明細書について 

  事業報告の内容を補足する重要な事項は、全て事業報告に記載した。 


